令和３年度の権利擁護・虐待防止権利擁護委員会の取組について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　権利擁護・虐待防止委員

　権利擁護・虐待防止権利擁護委員会は、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」が平成２４年に施行されたことを受けて、平成２６年度から委員会として活動を行っています。
　今年度も、各事業所より委員を選出し、研修や職員の自己点検チェックリスト、アンケートによる利用者満足度調査等をとおして、職員の意識改革、支援の質の向上、利用者の意思を尊重した専門性の向上等を目指した取組みを行いました。また、身体拘束等の適正化のための指針の整備については、リスクマネジメント・防災対策委員会とも意見交換をしながら見直しを行いました。
今回は、研修と利用者満足度アンケートについて報告いたします。
　研修では、昨年度から続くコロナの影響により、今年度も全職員が集まっての研修は難しいのではないかとの話になり、リモートでの研修を検討することにしました。また、昨年度の反省から新任向けの研修をしてはどうかとの意見から、今年度は新任研修を行ってから、全体研修を実施する流れにしました。研修の内容としては、昨年度は各事業所ごとではありますがディスカッション形式での研修を実施しましたので、講話方式と職員の自己点検チェックリストの集計・分析報告としました。新任研修・全体研修共に講話後にアンケートを実施しましたので、次回の研修に活用し、今後もよりよい研修が開催できるようにしていきます。
　利用者満足度調査では、事業所用の利用者満足度調査と入所施設・GHの利用者満足度調査をそれぞれ作成し質問内容や言葉の見直しを実施しました。
　事業所の集計結果では、昨年度の全体の満足度が６２％でしたが、今年度は６５％と微量ではありますが上がっています。また、今年度は、回答欄の「あてはまらない」を「わからない」に変えたところ合計数が増えた結果になりました。利用者に伝わりやすい文章や説明等改善が必要な部分が見えてきました。また、記述欄にはコロナ禍での要望やご意見等をいただきました。これらのデータを比較することで、改善が必要なところの見直し、改善方法等を整理しながら、よりよい支援につながるように活用していきます。
　昨年度と今年度の利用者満足度アンケートを載せていますのでご覧ください。

　
　

